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主催  東京都自立支援協議会 

日 時：令和８年８月２４日（月曜日）  

     １０時３０分から１６時３０分まで 

場 所：東京都社会福祉保健医療研修センター 



配布資料一覧 
 

１．プログラム（本冊子） 

 

２．グループ討議資料 

 

３．【全体会発表】振り返りシート 

 

４．参加者名簿 

 

５．講堂座席表 

 

６．アンケート 
 



 

 

 

 

会 場 
｢東京都社会福祉保健医療研修センター｣ 

 （ 文京区小日向４－１－６ ） 

電 話 ・研修センターでは電話の取り次ぎをいたしません。 

飲 食 等 

・本日のお昼休みは、講堂及びグループ討議で使用される教室で飲食可能です。

この他、地下１階または３階の談話室もご利用いただけます。 

１階アトリウム及び各階ロビーは飲食は厳禁です。 

・飲み物の自動販売機は地下１階、３階、５階、８階、９階にあります。 

 （地下２階・１階・２階・４階・６階・７階にはありません。） 

喫 煙 

・敷地内および路上は全面禁煙です。 

「文京区公共の場所における喫煙等の禁止に関する条例」により区内道路での

喫煙も禁止されています。 

そ の 他 

・許可されたフロア以外には、立ち入らないでください。 

・交流会開催中は、感染対策のため、咳エチケット、こまめな手洗い、 

手指消毒をお願いします（マスクの着用は任意です。）。 

・室内温度の感じ方には個人差がありますので、衣服の着脱等で 

ご調整ください。 

・熱中症対策として、こまめな水分補給等に努めてください。 

・体調不良時等は、お気軽に近くの事務局職員へお声掛けください。 

・ごみは可燃物、不燃物、カン・ビン、ペットボトルに分別して、所定の 

ごみ箱に捨ててください。 

忘 れ 物 

・終了時に、忘れ物のないように確認してください。 

・終了後に忘れ物をしたことに気づいた場合は、下記にお問い合わせ 

ください。 

 連絡先：東京都心身障害者福祉センター 地域支援課 事業担当 

     新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ 13 階 

     電話 ０３－３２３５－２９５２ 

 

研 修 セ ン タ ー 利 用 案 内 



 

 

令和８年度 地域自立支援協議会交流会  

地域の多彩な立場がつながり合い、当事者が望む地域生活を支える 

重層的な相談支援体制を考える 

 

時間 スケジュール 

１０：３０～１２：００ 

 

開会の挨拶   

東京都心身障害者福祉センター所長 玉岡 雄太 

話題提起 

東京都自立支援協議会副会長 秋元 妙美 

  府中市障害者等地域自立支援協議会委員 佐藤 真智子  

  八王子市基幹相談支援センター統括相談員 中島 美穂子  

 

トークセッション  

 進行  東京都自立支援協議会会長 石渡 和実 

  

１２：００～１３：１５ 昼休憩、会場移動 

１３：１５～１４：４０ 

グループ討議 

① 自己紹介・話題提起の感想 

② グループ討議 

＜テーマ＞ 

多彩な立場がつながり合った「重層的」な相談支援体制を、 

私たちのまちでどうつくる？ 

１４：４０～１５：００ 会場移動、休憩 

１５：００～１６：２０ 

全体会 

区市町村ごとに打合せ （１５：００～１５：３０） 

区市町村ごとの発表  （１５：３０～１６：２0） 

１６：２０～１６：３０ 
まとめ・閉会挨拶 

東京都自立支援協議会会長 石渡 和実 

※東京都自立支援協議会の委員等が、各グループの進行役（ファシリテーター）として参加します。 



 

 

 

【話題提起】 

私が考える 重層的な相談支援体制 

東京都自立支援協議会副会長 秋元 妙美 

 

私が経験した重層的な支援 ～当事者の立場から～ 

府中市障害者等地域自立支援協議会委員 佐藤 真智子 

 

八王子市の相談支援体制について 

八王子市基幹相談支援センター統括相談員 中島 美穂子 

 

【トークセッション】 

   地域の多彩な立場がつながり合い、当事者が望む 

       地域生活を支える重層的な相談支援体制を考える  
 

＜進行＞ 東京都自立支援協議会会長  石 渡  和 実 

東京都自立支援協議会副会長 秋 元  妙 美 

府中市障害者等地域自立支援協議会委員 佐藤 真智子 

八王子市基幹相談支援センター統括相談員 中島 美穂子 

話題提起 



東京都自立支援協議会

私が考える 重層的な相談支援体制

発表者 東京都自立支援協議会 副会長 秋元妙美
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出典：厚生労働省「社会福祉法の改正主旨・改正概要」資料から抜粋



当事者から見たメリット

01

地域共生社会の実現

誰もが地域でつながり

支え合える社会へ

02

多様な相談先の充実

困りごとに応じて

相談できる窓口が広がる

03

一人ひとりに合った
社会とのつながり

その人らしい暮らしに

寄り添う支援



当事者から見たデメリット

01 エンパワメント支援
が未だ未熟

本人の力を引き出す

支援の広がりが課題

02 専門性が強くなる
ことでの弊害

細分化・縦割りが

当事者の負担になりうる



まとめ

障害者にとって

よりよい重層的な

相談支援体制とは？

― 会場のみなさんは、どうお考えですか？

東京都自立支援協議会 副会長 秋元妙美


